
学年 教科名 科目名 単位数 対象コース 

高校 2 年 数学 数学 C 2 SS 理系 

教科書・副教材 NEXT 数学 C(数研出版)、サクシード数学 C(数研出版) 

 

科目の目標 

高校 1 年生で学習した数学Ⅰ・A の知識をもとに、「べクトル」「複素数平面」「2 次曲線と極座標」という 3 つの単元につい

て、新たな数学的表現方法を学び、数学を活用して考えたり、数学的な考え方に基づいて問題を解決できる能力を身につける

ことが、この科目の目標です。いずれの単元も、最初は簡単な定義から始まり、少しずつ応用的な内容を増やしていき、最終

的にはかなり難しい問題にも対応できる力を身につけます。 

各授業時間では、基礎事項の説明を最低限に済ませ、サクシード B 問題レベルの応用問題から理系大学入試レベルの問題が解

決できる学力の養成を目指していきます。数Ⅰ、A に加えて、数学Ⅱの知識も求められることがあるので、数学科の他の科目

にも注力してください。授業だけでは内容が充分理解できなかったり、やむを得ず授業を欠席した場合でも、解説動画等を活

用して、知識の定着と問題解決力の向上を目指しましょう。教員に対する積極的な質問や、生徒同士の教えあいも強く奨励し

ます。限られた授業時間を有効に活用し、効率的な学力向上を目指してください。 

ただし、授業時間中だけで問題集の全ての問題を解くことは恐らくできないので、放課後学習や OM の時間も活用しましょ

う。試験直前だけでなく、日ごろからこつこつ計画的に問題を解いていくのが、数学力向上の唯一秘訣です。 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

目標に挙げた各単元の内容につい

て、基本的な原理や法則を体系的に

理解し、それを用いて事象を数学的

に解釈したり、数学的に表現・処理

しようとする態度 

目標に挙げた各単元に関する応用

的な問題について、より深く考察

し、問題解決の過程や結果を正確に

表現して、他者に自分の考えを伝え

ようとする態度 

数学のよさを認識し数学を活用し

ようとする態度、粘り強く柔軟に思

考して数学的に判断する態度、問題

解決の過程を反省し、改善方法を見

つける創造的な態度 

評価の方法 

確認テスト 

定期考査 

ワークシート など 

定期考査 

ワークシートなど 

授業に取り組む姿勢 

課題 

 

年間学習計画 

学期 学習内容 時数 主な評価方法 

１ 

学 

期 

平面ベクトルとその演算 9 定期考査 

単元テスト 

ワークシート 

リフレクション など 

位置ベクトルと平面図形 8 

２ 
学 

期 

空間のベクトル 10 定期考査 

単元テスト 

ワークシート 

リフレクション など 

複素数平面 14 

３ 

学 

期 

2 次曲線 7 定期考査 

単元テスト 

ワークシート 

リフレクション など 

媒介変数表示と極座標 8 

 


